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りいる。このような思考に振り回され、それを

現実と混同することを認知的フュージョンとい

いますが、マーティンが陥っていたのがまさに

これです。彼の場合は、特に研究者として将来

を嘱望され、ダンスに熱中していた過去の自分

と比較して、勝手に今の自分に失望している。

心理的非柔軟な状態にあったのです。

　そこで、マーティンたちは酒に頼りました。

私はアルコールの効能を否定はしません。確か

に一杯やることで気持ちが大らかになり、不安

も解消される薬理効果はあります。しかし、そ

れは一時的なものにすぎません。アルコールが

抜ければ元に戻るし、飲み続ければ破綻へと至

ります。マーティンたちは飲酒を続けるうちに

コントロールが利かなくなり、実験は失敗に終

わります。支えてくれる家族がいなかった同僚

の1人は自死の道を選び、マーティンも家族と

の関係が壊れ、妻は家を出てしまいます。

　酒が最終的な解決策にならないのなら、どう

すればいいのでしょうか。今、心理学の世界で

提唱されているのがACT（アクセプタンス＆コ

ミットメントセラピー）という独力でもできる心

じるのでしょうか。それを解き明

かすためのキーワードの1つが、

近年心理学の世界で注目されてい

る“心理的柔軟性”です。この概

念を簡潔に説明すれば、「今、こ

こに存在し、心が開かれた状態で、

自分にとって大切なことを行って

いる」状態ということになります。

過去もない、未来もない、唯一存

在しているのは“今、ここ”なんだ

という仏教にも通じる考え方です。

　多くの人は “今、ここ”をあま

り大切にしていません。過去にと

らわれ、未来に不安を感じてばか

理療法です。ポイントは、「今、この瞬間に注意を

集中する」「自己の思考や感情をありのままに受

け止める」「現実と感情をごちゃ混ぜにしない。

ネガティブな感情を一旦受け入れ傍に置く」「自

分や世界をあたかも舞台の上の出来事のように

客観的に観察する」などです。実は私も今、遅

めの“中年の危機”を感じており、日々 ACTを

実践しています。

　ACTの基本的な考え方や具体的な方法は、

同志社大学の武藤 崇教授が『ACT 不安・スト

レスとうまくやる メンタルエクササイズ』（主

婦の友社）にわかりやすくまとめています。気

になる人は手に取ってみてください。

　映画のラスト、マーティンは久々に得意のダ

ンスを夢中で踊ります。その姿はまさに“今、こ

こ”を生きているように感じられるのです。

MOVIE

『アナザーラウンド』に学ぶ
中年期における心理的柔軟性の重要さ

ラスト、マーティンは激しくダンスを踊りまくった後、海へダイブ
する。中年の危機を乗り越えたネクストステージへのジャンプだ。

Text=伊藤敬太郎　Illustration=信濃八太郎　Photo=平山 諭

Noda Minoru リクルートワークス研
究所特任研究顧問。専門分野は組
織論、経営戦略論、ミーティングマネ
ジメント。
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報があまりに少ないからだ、と堀川さんは言う。

情報のなさは、自身が直面した課題でもあった。

何1つない情報 
緩和ケアさえ受けられない

 「夫の全身状態が悪化し、透析を続けるのが難

しくなったとき、途方にくれました。透析を止

めれば、毒素や水分を除去できず溺れるような

苦しみを味わうと聞いていましたが、透析患者

は全国に34万人、亡くなる人が年間3万8000

人もいるのだから、何かしら療法が確立されて

いるに違いない。そう思って必死に調べました

が、何1つ情報は見つかりませんでした」

　医師からは、どんなに苦痛を伴おうとも、本

人の意識がなくなろうとも、死の瞬間まで透析

を回し続ける道しか示されない。夫の尊厳を守

るため、せめて緩和ケアを受けさせてほしいと

申し出た堀川さんは、医師から「緩和ケア病棟

に入れるのは、がん患者だけ」と言われ衝撃を

受ける。当時、それを知らないのは自分だけだ

　自分や愛する人の命が長くないとわかったら、

せめて苦しまずに逝けるよう緩和ケアに頼りた

い。もし、あなたがそう思っていたら、本書の

内容に衝撃を受けるだろう。日本では緩和ケア

が保険診療上、がん患者と末期の心不全・エイ

ズ患者に限定されている。その事実を、一体ど

のくらいの人が認識しているだろう。

　著者は稀代のノンフィクション作家、堀川惠

子さん。ドキュメンタリー制作の現場で出会い、

人生のパートナーとなった元NHKプロデュー

サー、林新さんを2017年に亡くした。

　前半は、難病で30代から血液透析を受けてい

た林さんが最終的に透析を中止し、「生き地獄」

のような苦しみのなかで60年の生涯を終えるま

での闘病の記録だ。痛みや不調を抱えながら、

天皇制など重厚なテーマの番組制作に挑み続け

た林さん。「仕事の仕方も生き方も、彼と出会っ

て根底から覆された」という堀川さんが、献身的

に支える姿が胸を打つ。後半では、患者・家族の

視点を持つ取材者として、日本の透析医療、緩

和ケアに対する疑問を徹底して掘り下げていく。

　出版後、堀川さんの元には患者・家族からの

手紙が殺到。血液透析とは異なる選択肢として

紹介した「腹膜透析」についても、取材した病

院への問い合わせが相次いでいる。これだけ反

響があったのは、透析患者の終末期をめぐる情

著
者
と
読
み
直
す

人工透析は腎不全患者の命綱。だが、永遠に続けることはで
きない。タブー視されてきた透析患者の終末期を、夫を看取っ
たノンフィクション作家が明らかにした。透析の中止という
苦渋の決断。最後に味わった人生最大の苦痛。今の制度では、
緩和ケアを受けることすらできないという衝撃の事実。克明
な記録と、医療関係者らへの分厚い取材をもとに、日本の透
析医療、緩和ケアのあり方を問う。（講談社刊）

Text=石臥薫子　Photo= 今村拓馬

本 日 の 1 冊

堀川惠子
透析を止めた日

最後のページを閉じたとき、
「面白かった」「ためになった」だけで
終わらない本がある。
そんな “後を引く” 本を、
著者と一緒に読み直す。



57Works No.190 Jun-Jul 2025

回せなくなった患者は大病院に送られるか、家

に戻されても在宅医につながることすらできず

に亡くなり、クリニックは後から患者の死を知

るといったことが常態化している。大病院の医

師や看護師も、透析離脱患者の悲惨な実情を知

りながら、口外することをタブーとしてきました」

国や学会も動き出す 
本を書いた者としての責任

　堀川さんは、治療効果は血液透析ほど高くな

いが、患者のQOL（生活の質）を保つのに優れ

た「腹膜透析」についても丹念に取材した。実

践する医師によれば、在宅医療と組み合わせれ

ば穏やかな看取りもできる腹膜透析だが、普及

率は3%程度。諸外国と比べても極端に低い。

 「腹膜透析をはじめ、今の制度、医療環境の枠

内で対応できることも少なくないと知りました。

ただ、実践が一部の地域や病院に限られていて

ノウハウが共有されていない。透析クリニック

がたくさんある都市部ほど、腹膜透析ができる

医療体制がないといった地域間格差もあります」

　本書の問題提起を受け、国会では勉強会が開

かれ、保険による緩和ケアの提供対象拡大の機

運が高まっている。日本透析医学会など関係す

る学会でも、透析患者の終末期緩和ケアの指針

づくりの議論が始まっている。堀川さん自身、

さまざまな場で講演し関係者の橋渡し役も担う。

 「私には本を書いた者として、誰もが腹膜透析

や緩和ケアを選択できる社会の実現に、力を尽

くす責任があります。林は仕事には厳しい人で

したから、これを書いた果実をちゃんと勝ち取

らないと認めてくれないでしょう」

　堀川さんの覚悟と患者・家族の声なき声に、

政治や医療界は応えることができるのか。

と思ったが、出版後、医療の専門家からも「知

らなかった」と聞かされた。

　透析患者の終末期に関する情報は、なぜ表に

出ないのか。堀川さんは理由は2つあると話す。

1つは「透析患者が医療費を無駄遣いしている」

といった誹謗中傷や、常に死と隣り合わせであ

る恐怖が、患者の口をつぐませていること。

　もう1つは、透析が巨大なビジネスに組み込

まれていることだ。

 「透析クリニックは、機器に億単位の投資が必

要なので、経営上、透析の機械をなるべく多く

回し続けることが最優先されます。そのなかで、

厳しい言い方かもしれませんが、透析医は『透

析を回す技術者』になってしまい、患者を人生

の最期までみる意識が低かったのではないで

しょうか。背景には、透析末期の患者に緩和ケ

アをしても、診療報酬が十分に得られないとい

う制度の問題もあります。結果として、透析が

Book stories

Horikawa Keiko　テレビディレクターを経
て、ノンフィクション作家。『死刑の基準―「永
山裁判」が遺したもの』で第32回講談社ノン
フィクション賞、『狼の義―新 犬養木堂伝』
(林新氏と共著)で第23回司馬遼太郎賞、『暁
の宇品―陸軍船舶司令官たちのヒロシマ』で
第48回大佛次郎賞など数々の賞を受賞。

林（
夫
）は
仕
事
に
は
厳
し
い
人
で
し
た
か
ら
、
書
い
た

果
実
を
勝
ち
取
ら
な
い
と
認
め
て
く
れ
な
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で
し
ょ
う
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編 集 後 記

今号の著者インタビューに登場してもらっ
た堀川惠子さんはずっとお目にかかりたい
と思っていた方でした。紹介した『透析を
止めた日』もそうですが、堀川さんのノン
フィクションは徹底した取材から導かれた
事実が端正な文章で書かれ、ページをめく
る手が止まらなくなります。私が同書とと
もに特に好きなのが『暁の宇品─陸軍船
舶司令官たちのヒロシマ』。リーダー論と
してこれほど示唆に富んだ本はないと感じ、
何人もの人にプレゼントしてきました。オ
ススメです。� （浜田）

Works誌初代編集長・松永真理さんに話を
聞く機会があり、「Works」という誌名の由
来を初めて知りました。一人ひとりの「Work
（仕事）」が集まる（複数系のsをつける）と
「Works（作品）」になると。作品とはそれ
ぞれのキャリアであり、組織や事業です。
創刊時に目指したことは、「解を見つける
のではなく問いを立てる本であれ」とのこ
と。Works誌は2025年で創刊30周年で
す。次号30周年記念号からまた、読者の
方々の「作品」づくりのために大きな問い
を立てていきたいと思います。� （入倉）

今回「著者と読み直す」で取り上げたのは
骨太なノンフィクションでしたが、最近読
みながら爆笑したのが、鳥の言語能力を世
界で初めて解明し「動物言語学」という新
しい学問を確立した研究者による『僕には
鳥の言葉がわかる』と、猫好きの社会学者
らによる『猫社会学、はじめます』の2冊
です。1カ月毎食白米だけでフィールドワー
クに没頭したり、猫の「家族化」の歴史を
調べるべく『サザエさん』の全7193作品
を読み込んだり、「好き」を突き詰める先
生たちの狂いっぷりが圧巻でした。�（石臥）
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F R O M   E D I T O R S

発行は、2025年8月8日（金）です。

『Works』誌創刊の1995年は、バブル崩壊から数年、

「失われた30年」のとば口にありました。

その後、経済危機、戦争や紛争、大災害などさまざまな“厄災”が襲いかかり、

企業にとっては不安定な経営環境が続いています。

30周年企画第1弾として、企業人事が続けてきた日本型雇用の見直しを中心とする

変革の営みを振り返り、それが社会や雇用、働く人々にどのような変化をもたらしたのか、

変えられなかったことは何かに向き合い、次世代に向けた論点出しを試みます。

次号No.191のテーマは

Next

「失われた30年」を検証する

社会×働く
何が変わり、
変わらなかったのか（仮題）
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B A C K  N U M B E R S

お問い合わせ先
株式会社インディードリクルートパートナーズ

リクルートワークス研究所
web／https://www.works-i.com

e-mail／works@r.recruit.co.jp

STAFF
発行人／堀川拓郎

編集長／浜田敬子

編集／入倉由理子、石臥薫子、伊藤敬太郎、瀬戸友子、金井あかり

執筆／荒木 恵、有馬知子、井上陽子、川口敦子、竹田ダニエル、

　　　渡辺裕子

デザイン／フロッグキングスタジオ

フォト／今村拓馬、稲垣純也、刑部友康、平山 諭、MIKIKO

イラスト／信濃八太郎

校正／ディクション

印刷／北斗社

定期購読は３回、６回をご指定いただけます（隔月偶数月10日発行）。
バックナンバーも含め、1冊のみのご購読も可能です。
[お申込み方法]
ネット書店「富士山マガジンサービス」からのお申し込みとなります。
インターネット

https://fujisan.co.jp/pc/works
電話

0120-223-223（通話料無料�年中無休）
9時～ 21時：オペレーターによる受付対応
※ご利用に際して、富士山マガジンサービスの利用規約に準じます。

購読料1冊700円（消費税込み・送料無料）
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長寿就労社会
定年“消滅”時代、
あなたはどう働きますか？
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AI時代、
私たちはどう働く
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Z世代　私たちのキャリア観
自分らしさと不安のはざまで
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多様な働き方時代の
人権
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処方箋
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経営大丈夫ですか？
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その構造的要因を読み解く
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インドの人材力
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